

















































Timely Theme Selection and Self-determination 
In Elementary School Foreign Language Activities
―Lessons for Increasing Willingness to Speak―
Megumi Yokoyama, Hiroyuki Okazaki
摘要
平成23年に小学校高学年での外国語活動が導入されてから、今年度で７年目となる。これまで、文部科学省が発行
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本実践は、2015 年 6 月から 2016 年 11 月の約 2 年間
で、富山大学人間発達科学部附属小学校の 5 年生 35 名、
6 年生 38 名の児童を対象としたものである。外国語活




事例（1）　ようこそ富山へ ―What's good in Toyama?―
（Ｈ 27・6 月～ 7 月実施）
事例（2）　卒業旅行に行くなら
―Where do you want to go?―（Ｈ 27・12 月実施）
事例（3）　東京オリンピックに行くなら　
―What do you want to see at Tokyo Olympics?―





















































事例 ようこそ富山へ ―What’s good in Toyama?―
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図にあるように、この児童は “It’s  nice.”や
I like 富山の薬 very much.”の英語表現を使わず、






















案内役: Welcome to Toyama.  
観光客: What’s good in Toyama?  
案内役: It’s 立山. 
It’s beautiful. 
I like 立山 very much.  
観光客: I see. Good ＆nice.  






質問文: What’s good in Toyama?  
児童: It’s 富山の薬. 
It’s  nice.   
I like 富山の薬 very much.  
 
質問文 What’s good in Toyama?  
児童: It’s 富山の薬. 
It’s  famous.  
図 2: クイズで提示した画像の例





案内役 : Welcome to Toyama. 
観光客 : What's good in Toyama? 
案内役 : It's　立山 .
It's beautiful.
I like 立山 very much. 















“I like 富山の薬 .”は変だと思う。薬を好
きなわけではないし・・・。できれば、“有
名だ”と伝えたいけれど・・・。










質問文 : What's good in Toyama? 
　児童 : It's　富山の薬 .
　　　   It's  nice.
　　　   I like 富山の薬 very much. 
【見直した後の英語表現】
質問文 : What's good in Toyama? 
　児童 : It's　富山の薬 .




























写真 4: 自国の文化を紹介する留学生（第 4時）









































































































A: Where do you want to go? 東京 or 大阪? 
B: I want to go to 東京. 
A: 東京? Why? 
B: I want to go toディズニーランド.It’s nice. 
I want to see ミッキーマウス.㻌 It’s cute. 
I want to eat東京バナナ.It’s delicious.  
I like 東京バナナ very much.  












A:Where do you want to go?  or 大阪 ?
B: I wan  to go to 東 .
A: 東京 ? Why?
B: I want to go to ディズニーランド .　It's nice.
I want to see ミッキーマウス .　It's cute.
I want to eat 東京バナナ .　It's delicious. 
I like 東京バナナ very much. 


























































































































A:What do you want to㻌 see at Tokyo 
Olympics?  
B:I want to see tennis. 
A:Tennis? Why? 
B:It’s amazing. 
I want to see 錦織. 
I like 錦織㻌 very much. 











下記のように、既習の表現“I like ○○ .”等を生か
した基本の表現を使って観戦したい「競技」と「選手」
を伝え合うことにした。
A:What do y u want to see at Tokyo Ol mpics? 
B:I want to see tennis.
A:Tennis? Why?
B:It's amazing.
    I want to see 錦織 .
    I like 錦織 very much.


























































































































































  表2:児童の意識を４つの観点に分類した表（事例② 卒業旅行に行くなら） 
 
 
表 3: 児童の意識を４つの観点に分類した表（事例③　東京オリンピックに行くなら）
6.2 ネットワーク図とコメントの観点との関連
図 6 のネットワーク図から分析した（A）～（D）の
四つの観点は、前頁のア～エの四つの観点とつながって
いる（図 7 参照）。つまり、児童のコメントの分類とネッ
トワーク図の結果から、対象（話す相手や英語表現）へ
の気付きや英語でアピールできた満足感が、次の発話へ
の意欲につながっていることが分かる。
（C）
【留学生に富山をアピールする意欲】
（A）
【英語で名所を伝える喜び】
（B）
【理由を伝える楽しさ】
（D）
【会話の広がり】
ア
英語でアピールできた満足感
イ
次のコミュニケーションへの意欲
ウ
他者への気付き（他者理解）
エ
英語表現への気付き（言語理解）
図 7: コメントとネットワーク図の観点の相関性
－ 138 －
Ⅶ．考察	
「タイムリーな題材の選択」と「自己決定の場の工夫」
という手立てを講じた３つの実践事例をもとに、手立て
による児童の変容を次のように分析した。
①　自己決定により、次の発話への意欲となるコメント
や活動の様子が見られる。
②　「伝える内容」と「使う英語表現」の自己決定が発
話への意欲につながる。
③　自己決定による「他者への気付き」「英語表現への
気付き」「英語でアピールできた満足感」が、次の
コミュニケーションへの意欲につながる。
④　「英語表現や素材への興味・関心」「知る楽しさ」「相
手意識」が発話への意欲を高めたり、コミュニケー
ションの輪を広げたりする。
以上の分析の結果、「タイムリーな題材の選択」と「自
己決定の場の工夫」が、発話への意欲の高まりにつなが
るのである。
Ⅷ．今後の課題
本実践は「内容を伝える側」、つまり答える側の自己
決定を中心とした授業実践による検証である。しかし、
尋ねる側が相手に対して「何の好みを尋ねようかな？○
○○さんから、スポーツの好みを聞いてみたいな」と質
問の内容を自己決定する場面も考えられる。
話し手と聞き手の双方の自己決定が発話への意欲を高
めることについて、今後研究を重ねていきたい。
Ⅸ．おわりに
本実践では、「タイムリーな題材の選択」と「自己決定
の場の工夫」が児童の発話への意欲を高める有効な手立
てであることを検証した。なぜそうした手立てが発話へ
の意欲を高めるのかという要因について分析・整理した
ことで、手立ての有効性をより明確にできたように思う。
次年度から、新学習指導要領への移行期に入る。外国
語活動については、文部科学省の年間計画例案を参考に
し、今後も児童の発話への意欲が高まる題材を考えたり、
思わず英語で伝えたくなる自己決定の場を設定したりし
ながら、授業を工夫・改善していきたいと思う。そして、
小学校では、英語で意思疎通する面白さ、相手を新たに知
る喜び、いろいろな人と関わる楽しさを味わう経験を多く
重ね、中学校での英語の学習につなげてほしいと願う。
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